
道徳（中学校）

視点４「主として集団や社会とのかかわりに関すること」の内容
項目はどう改善されたのか。

【新学習指導要領】

４ 主として集団や社会とのかかわりに関すること

(1) 法やきまりの意義を理解し，遵守す (1) 自己が属する様々な集団の
るとともに，自他の権利を重んじ義務 意義についての理解を深め，
を確実に果たして，社会の秩序と規律 役割と責任を自覚し集団生活
を高めるように努める。 の向上に努める。

(2) 公徳心及び社会連帯の自覚を高め， (2) 法やきまりの意義を理解し，
よりよい社会の実現に努める。 遵守するとともに，自他の権

(3) 正義を重んじ，だれに対しても公正， 利を重んじ義務を確実に果た
公平にし，差別や偏見のない社会の実 して，社会の秩序と規律を高
現に努める。 めるように努める。

(4) 自己が属する様々な集団の意義につ (3) 公徳心及び社会連帯の自覚
いての理解を深め，役割と責任を自覚 を高め，よりよい社会の実現
し集団生活の向上に努める。 に努める。

(4) 正義を重んじ，だれに対し
ても公正，公平にし，差別や
偏見のない社会の実現に努め
る。

(5) 勤労の尊さや意義を理解し，奉仕の
精神をもって，公共の福祉と社会の発
展に努める。

(6) 父母，祖父母に敬愛の念を深め，家
族の一員としての自覚をもって充実し
た家庭生活を築く。

(7) 学級や学校の一員としての自覚をも
ち，教師や学校の人々に敬愛の念を深
め，協力してよりよい校風を樹立する。

(8) 地域社会の一員としての自覚をもっ
て郷土を愛し，社会に尽くした先人や
高齢者に尊敬と感謝の念を深め，郷土
の発展に努める。

(9) 日本人としての自覚をもって国を愛
し，国家の発展に努めるとともに，優
れた伝統の継承と新しい文化の創造に
貢献する。

(10) 世界の中の日本人としての自覚をも
ち，国際的視野に立って，世界の平和
と人類の幸福に貢献する。

これらの内容項目は現行学習

指導要領と同じで変わっていな

い。

現行学習指導要領にある(2)の項目を

(1)に，(2)の項目を(3)に，(4)の項目を

(3)に，(1)の項目を(4)に入れ替えてあ

る。これは，小学校との接続や系統性を

踏まえつつ，法やきまりを守る態度等の

育成にかかわる内容を最初に位置付けた

ものである。
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